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特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、2012 年２月期第２四半期累計期間において下記の特別損失を計上するとともに、2011 年 

４月５日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

1.特別損失の内容 

  店舗等の減損損失  404 百万円 

 

2.2012 年２月期第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正(2011 年２月 21 日～2011 年８月 20 日） 

 営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 1 株 当 た り 四 半 期 純 利 益

前回発表予想 (A) 
百万円

47,000

  百万円 

    400 

百万円

   350

百万円 

△320 

  円  銭 

   △20  05 

今回発表実績 (B) 46,132 508 439       △923   △57  88 

増 減 額 (B-A) △868     108 89 △603   

増 減 率 (%) △1.8  27.0 25.4  -      

(ご参考)前期第２四半期実績 

(2011 年２月期第２四半期) 45,779 

 

331 285

 

   △41 △3 46 

 

3.修正の理由 

2012 年２月期第２四半期累計期間の業績については、東日本大震災による消費マインドの冷え込

みや先行きの不透明感などにより営業収益が前回発表予想を若干下回りました。一方、売上総利益

は前年並みを確保できる見込みであり、また作業効率の改善や震災後の電力消費抑制への取り組み

などで販管費の削減が進んだ結果、営業利益及び経常利益はそれぞれ前回発表予想を上回り 508 百

万円、439 百万円となる見込みです。 

しかしながら、四半期純利益は本年４月に発表いたしました事業構造改革の一部を前倒しで実行

し特別損失を計上することや第１四半期に東日本大震災による損失等を計上したことから、前回発

表予想を下回り△923 百万円になる見込みです。 

なお、本年計画しております事業構造改革について一部下期に予定していた事項を第２四半期で

実施いたしましたが、通期では概ね計画どおりに進捗しております。また、第２四半期累計期間の

営業利益及び経常利益は前回発表予想を上回っているものの、昨今の景気の先行き不透明感から個

人消費の伸び悩みが予想されるため、本年４月５日に発表しました通期の業績予想に変更はござい

ません。 

以 上 


